
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式 （小学校用）】

都道府県名 埼玉県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 鶴ヶ島市立南小学校

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数 ３ ３ ３ ３ ３ ４ １９
２６

８３ １０７ ８８ ９８ １０６ １２２ ６０４児童数

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

基礎基本の確実な定着と生きる力の育成を目指した教育課程の工夫

２．研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1

指導体制の工夫（全学年 ・習熟度別指導の工夫（３年以上：算数）の研究に取り組）
んでいるため全学年教科を定めて研究している。
１年生・国語・算数・音楽・生活 ＴＴ指導
２年生・図工・音楽・生活 ＴＴ指導・イメージの獲得についての指導法
３年生・算数・理科・体育・総合 習熟度別指導・興味関心別指導・コース別指導
４年生・算数・体育・総合 習熟度別指導・興味関心別指導・コース別指導
５年生・算数・体育・総合 習熟度別指導・興味関心別指導・コース別指導

課題別指導・教科担任制
６年生・算数・理科・社会・書写 習熟度別指導・興味関心別指導・課題別指導

・家庭・総合 教科担任制・コース別担当制・分野別担当制

( ) 年次ごとの計画2

平 ○テーマ「基礎基本の確実な定着と生きる力の育成を目指した教育課程の工夫」
成 ○研究の見通し

本校では 「確かな学力の向上」と「心の教育の充実」の一体化を図ること15 、
年 で、学習指導要領のねらいが実現でき、児童一人ひとりに生きる力が育成でき
度 ると考え、下記の構想図のもと研究を進めて平成１５年度は、指導体制の工夫

に重点を置きながら教材開発・評価についても研究に取り組んでいる。

生きる力

豊かな心 確かな学力 健康・体力

発展・・発展の学習、補充の学習

基本・・指導方法､指導体制の工夫

基礎・・学び方を学ぶ、スキル学習

基盤・・イメージの獲得

○ 研究の内容・方法
内容 （１）個に応じた指導のための指導方法・指導体制の工夫

少人数指導・習熟度別指導の工夫、教科担任制の工夫
（２）個に応じた指導のための教材開発

発展・補充の学習ができるように児童の実態をもとにした学習プ
リントの作成

（３）目標、評価規準の明確化
各教科等単元・題材の小単元ごとのさらに細かい評価と指導の計
画を作成



＊上記の中でも、１５年度は特に指導体制を研究の重点にした。
指導体制の工夫１ 教員の得意分野を生かした指導体制

教科担任制・コース別担当制・分野別担当制
２ 少人数指導の工夫

習熟度別指導・課題別指導・興味関心別指導・ＴＴ指導
＊教科担任制が可能になるように日課表の工夫を行い、３０分を基本単位とし
て３０・４５・６０・９０分の授業時間が弾力的に組めるような日課表にし
た。

方法（１）個に応じた指導のための指導方法・指導体制の工夫
研究推進組織の指導法改善部会・学年部会が中心となり、学年ごと

に各教科で指導体制の工夫を行っていった。それぞれの学年の研究内
容は、研究授業を通して学校全体で深めるようにした 、。

（２）個に応じた指導のための教材開発
研究推進組織の教材開発部会が中心となり、学年ごとに平成１４年

度作成したプリントを見直し、今年度の児童の実態に基づいて１枚１
５分程度でできる問題のプリントを作成した。各学年それぞれの教科
４０～５０枚作成。校舎２階廊下にプリントコーナーをつくり、児童
・保護者が自由に持って行かれるようにした。

（３）目標、評価規準の明確化
研究推進組織の評価部会が中心となり、各教科等を教職員全員で分

担し、小単元ごとに評価規準とその評価方法、支援を明記した年間指
導計画を作成した。３０分を基本単位とした日課表にも対応するよう
に授業内容も組み立てた。また、カード式とし、加除訂正した場合差
しかえがしやすいようにした。また、評価補助簿、児童の自己評価カ
ードの内容・形も工夫した。

平 ○テーマ「基礎基本の確実な定着と生きる力の育成を目指した教育課程の工夫」
成

○研究の見通し16
年 １５年度に多様な指導体制を工夫してみたので、１６年度は指導方法の工
度 夫を一層深めていきたい。

○研究の内容・方法
習熟度別等の少人数指導の指導の方法の研究を学年部会を中心に深めてい

きたい。
また、教員の得意分野を生かしたコース別担当制・分野別担当制の指導方

法について研究を深めたい。

( ) 研究推進体制3

専門部会 指導法改善部会 少人数指導の工夫・改善
コース別・習熟度別・課題別指導の工夫、改善

指
導 教材開発部会 算・国プリント（補充・発展)の作成、整備
部 感性育成のための教材研究（絵手紙）

学
力 評価部会 児童の学習状況の評価（データ保存)

校 教 向 評価規準の明確化（小単元ごと）
上 授業の評価 研究の評価

長 頭 推
委 学年部会 １～６年 指導法等授業を通しての実践的研究
員 心の教育・体験的活動の工夫
会 体力向上・保健学習の充実

教育課程 日課表、組織、校務分掌の工夫・改善
管
理 環境・施設 備品の充実、特別教室・学年学習室の整備
部

地域・人材 外部指導者、学習支援ボランティアの活用、
地域の施設の活用、ＰＴＡ・健全育成会との連携

＜工夫していること＞
会議の回数を減らすため、指導部と管理部の内容で関連している部（指導法改善部会
と教育課程、教材開発部会と環境・施設、評価部会と地域・人材）を結びつけ、同じメ
ンバーが行うようにした。



Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

（１） 教科担任制・コース別担当制・分野別担当制
教員の得意分野を生かした指導体制を組むことで教員の専門性が生かされると
ともに、同じ単元を数クラスに何回も繰り返し指導することで工夫改善を行うこ
とができ指導技術の向上につながった。その結果、児童の学習に対する興味・関
心が高まり学習に深まりが見られるようになってきた。
各学級担任が学年担任であるという意識のもと、学年全体の児童を指導するこ
とで生徒指導上の情報交換が活発になり、学習面だけでなく生活面でもよい影響
が出てきた。
一人の児童に対して複数の教員が指導に関わることで、児童を多面的に見るこ

とができ、その児童のよさを引き出し、個に応じた指導ができるようになってき
た。

（２） 習熟度別指導・課題別指導・興味関心別指導・ティームティーチング
個に応じた指導によって、児童は意欲的に学習に取り組むようになった。また
自分でコースを選択することで、児童に自己決定の力を養うことができてきた。
学習集団が少人数のため、児童一人ひとりの理解度・定着度が把握しやすく、
個々に対応して基礎基本をしっかり身につけられるように支援できるようになっ
た。

２．今後の課題

来年度は、習熟度別指導等の少人数指導を生かした指導方法について一層研究を深
め、授業改善を進めていきたい。また、児童に身につけさせたい力を発達段階に即し
てより一層明確にして、共通認識のもと児童の学力向上を目指したい。

Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組

・入間地区学力調査（算数・国語 （２～６年））
調査目的：学力を調査し、教科の学習指導の基盤とするとともに、地域の他の学

校と自校の学力を比べることで授業改善に役立てるため。
実施内容：前の学年の指導内容全域
実施時期：４月

・標準学力検査・知能検査（教研式 （３年・５年））
調査目的：きめ細かい指導をするために児童の知的発達の状況を把握すると共に

前年までの指導方法が有効であったか、全国規準に照らして客観的に
確認し、指導方法の改善に役立てるため

実施内容：前の学年までの指導内容
実施時期：５月

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

＜研究会等の開催について＞
・公開授業研究会 平成１６年２月１３日 自校において

埼玉県西部地区学力向上推進協議会主催による研究会
。埼玉県西部地区の学校を対象に本校の取り組みの実践・成果の普及のために行う

同時にパンフレットを作成し配布
＊今後ＨＰを作成して普及していく予定

＜フロンティアティーチャーとしての実績・予定＞
・平成１５年１２月５日毛呂山町立泉野小学校にて本校の取り組みについて説明
・平成１６年２月１９日伊草町立三保谷小学校に本校の取り組み説明予定



◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 レ １５年度からの新規校 １４年度からの継続校

【学校規模】 ６学級以下 ７～１２学級
１３～１８学級 レ１９～２４学級
２５学級以上

【指導体制】 レ 少人数指導 レ Ｔ．Ｔによる指導
レ 一部教科担任制 レ その他

【研究教科】 レ 国語 レ 社会 レ算数 レ理科
レ 生活 レ 音楽 レ図画工作 レ家庭
レ 体育 レ その他（総合）

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 レ 有 無
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